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第 78 回仙台市大規模小売店舗立地法専門委員会議事録 

 

1 日 時   令和 3年 3月 10 日（水）13 時 30 分～14 時 30 分 

2 場 所   上杉分庁舎 2階 第 3会議室 

3 出席委員  委員長 岩動志乃夫 

委 員 菊池輝、栗原由紀子、中山正与、藤山真美子、本郷哲、松八重一代 

4 説明者   仙台市大規模小売店舗立地法運用協議会 総括部会（地域産業支援課） 

同 交通部会（道路管理課、交通政策課） 

同 騒音・照明部会（環境対策課） 

同 廃棄物部会（事業ごみ減量課） 

同 街並みづくり部会（都市景観課、百年の杜推進課） 

5 会議の経過 

（1） 開会 

（2） 議事 

①個別届出案件 

「ドラッグストアモリ明石南店」新設届出【資料１】 

（3） 閉会 

6 傍聴者   ０名  

7 報道機関  ０社  

8 議事録   以下のとおり（発言は要旨） 

 

議事詳細 

① 個別届出案件 

■「ドラッグストアモリ明石南店」新設届出【資料１】 

（事務局）（資料に基づき、概要、説明会の実施状況及び住民意見書への対応状況を説明。） 

（運用協議会各部会）（資料に基づき、運用協議会各部会における協議内容を説明。） 

（委員長） 仙台市は「部会の意見なし」とのことだが、ただいまの説明について、質問等があればお願いし

たい。 

（委員）  既に 1000 ㎡以下で営業しているが、増床部分の取扱いについて伺いたい。 

（設置者） 旧店舗のときに作業場だった場所を販売スペースとして増床し、化粧品、日用品、食料品の品揃

えを増やすことで考えている。 

（委員）  緑化計画について、今回は緑化義務の対象外ということだが、緑化についても可能な限りご配慮

いただきたい。また、騒音については近隣住民が特に気にされる部分であり、他の案件では防音

壁を設置するなどの対応を取っているところもある。さらに配慮できる余地がないか引き続き

検討をお願いしたい。 

（設置者） 承知した。 

（委員）  実際の営業時間は 9時から 22時までとのことだが、届出上は 24 時間営業となっている。夜間の

騒音は基準値ギリギリで、自動車の走行音についても時速５Km というのは人が歩く程度のスピ

ード。もし営業時間を延長するのであれば住民から苦情が出ないよう対応してもらいたい。 

（設置者） 承知した。 
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（委員）  自動車で時速５Km というのは現実的ではない。具体的に時速５Km におさえる方策を考えている

のか伺いたい。 

（設置者） 問題となる地点は駐車場の出入口付近。出入口付近では徐行や一時停止が行われるため、自然と

速度が抑えられると考えている。自動車が走行する動線部分のことではない。 

（委員）  動線部分では時速 20km くらいにはなると想定しているということか。 

（設置者） その通りである。 

（委員）  22 時以降は駐車場の閉鎖が有効ということだが、夜間は駐車場を閉鎖するのか。 

（設置者） 22 時に閉店し、そこからの退出時間を 30分とり、最後は従業員がチェーンで閉鎖する。 

（委員）  事前協議開始の時点で既に塗装が完了していたというプロセスは承知しているが、店舗の外壁ベ

ース色(黄色面)については、彩度 6 以下の基準に対して彩度 5.7 というギリギリの数値でクリ

アしている状況なので、将来、塗り替え等を行う場合は、彩度に配慮するよう適切に引き継ぎい

ただきたい。一般的に店舗の色の塗り替えはどの程度のスパン行うものなのか。また、今後も仙

台に出店するのであれば次回からは色彩を配慮していただきたい。 

（設置者） 20 年は色がもつので、一般的には塗り替えることはない。今回は増床のための申請にあわせて

基準値を超えたアクセントカラー箇所(青色面)のみ色を塗り替える。次に出店するときはベー

スカラーも含めた彩色について前もって配慮する。 

 

――――――――――――――――――設置者退出―――――――――――――――――― 

 

（委員長） 仙台市は「部会の意見なし」とのことだが、委員会としてどのように判断するか、ご意見をお願

いしたい。 

（委員）  今回のように 24 時間営業で届出が出された場合、実際に営業時間を変更する場合に新たな手続

きは発生するのか。 

（事務局） 立地法の制度上は改めて手続きを行う必要はないが、住民には適切に対応してもらいたいと考え

ている。 

（委員）  今回は既に 1,000 ㎡以下で営業しているものを増床するということで緑化義務の対象外だった

が、このような事例に対しても緑化を求められるよう考えるべきではないか。 

（事務局） 杜の都の環境をつくる条例が平成 18 年に改正されてからは、建築規模等に関わらず全ての建築

行為等について緑化を義務付けている。今回の建物は条例改正前に建築されていたため、当時は

緑化義務の対象となっていなかった。平成 18 年以降に建築される建物については、店舗面積が

1,000 ㎡に満たない建物であっても、条例に基づいた緑化が義務付けられている。 

（委員長） それでは、委員会としては以下のとおり留意事項等を付し、意見なしとする。 

【専門委員会の留意事項として】 

ア.  騒音対策として、駐車場内における低速走行の周知徹底に加え、今後騒音苦情が発生した際には、

出入口の閉鎖等の敷地利用形態の変更も含め、適切な対策を速やかに講じること。 

イ. 基準に適合しない外壁の色彩については、開業前に改修計画案に沿った改修を行うこと。 

ウ. 低木の刈込など適切な維持管理に努めること。 

 

以上 


